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例   言

1 本書は、富山市本郷町地内に所在する上新保遺跡の発掘調査報告書である。

2 調査は、ホームネットとやま蜘が施工する本郷・清住宅地開発事業に伴うものである。富山

市教育委員会埋蔵文化財センター指導監理のもとに有限会社山武考古学研究所が実施 した。

3 遺跡の所在地、調査面積、調査担当者、調査期間は下記の通 りである。

所在地   富山市本郷町字万年割地内

調査面積  704∬
現地調査  平成 19年 11月 26日 ～同年 12月 20日

整理調査  平成 20年 5月 1日 ～平成 21年 3月 31日

調査担当者 平岡和夫 田中寿明 (山武考古学研究所) 整理 折原洋一 (山武考古学研究所)

監理担当者 藤田富士夫・古川知明・堀内大介 (富 山市教育委員会埋蔵文化財センター)

4 発掘調査及び整理作業にあたり、下記の諸氏、諸機関にご教示とご協力を賜った。記 して感

謝の意を表するものである。

村家 博、桃井泰昌、ホームネットとやま株式会社、大路都市設計、エイテック(株 )、
パリノ・

サーヴェイ株式会社 (順不同・敬称略)

5 本書の執筆は、下記の通 りである。文末に各々の文責を記 した。

第 二章 古川知明

第Ⅱ章～第V章 平岡和夫・折原洋一

凡  伊u

l 本遺跡の略記号は KSBである。

2 遺構の種別記号は次の通 りである。

竪穴住居 :SI、 掘立柱建物 :SB、 土坑 iSK、 溝 :SD、 ピット:P

3 挿図中の方位は、座標北 (世界測地Ⅳ系)を示す。

4 本書の挿図の縮尺は下記の通 りである。

遺跡全体図   1/250調査区全体図 1/2,500

遺構実測図  竪穴住居・掘立柱建物 1/60 土坑 1/40 溝 1/80

遺物実測図  1/3を基本とした。

5 遺構・遺物実測図で使用 したスクリーントーンは以下の内容を示す。

遺構 :焼土範囲

遺物 :摩減面 Ⅷ  彊場
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I 経過

上新保遺跡は、昭和 63年～平成 3年 に富山市教育委員会が実施 した市内分布調査で発見された

遺跡である。中世・近世を主体 とし、182,000だの範囲に広がる。遺跡は平成 5年 3月 発行『富山

市遺跡地図 (改定版)』 に登載され、周知の埋蔵文化財包蔵地として知られることとなった。

平成 6年組合施行土地区画整理事業に伴う試掘確認調査により、遺跡南部における遺構所在状況

が把握され (富 山市教委 1996)、 平成 8年から10年 にかけて同事業に伴 う発掘調査が実施された。

調査の結果、遺跡は中世を主体 とする西側の第 1地区と、中世・古代が 2層重複する東狽1の第 2地

区に分かれ、特に第 2地区においては、奈良・平安時代に 120棟の竪穴住居跡 と25棟の掘立柱建

物が検出され、大規模な集落跡であることが明らかになった (富 山市教委 2000)。

平成 19年 4月 、本郷町字万年割 123-1において分譲宅地造成工事が計画され、同年 5月 一部の

地域において試掘確認調査を実施 した。調査の結果、埋蔵文化財の所在が確認されたため、計画は

一旦中止された。平成 19年 9月 、同地における分譲宅地予定地の残 り部分の試掘確認調査が依頼

され、同年 9月 25。 26日 に残る区域の試掘確認調査を実施 した。調査の結果、工事全体区域 8,726

だのうち、5,500∬ に遺構 。遺物の所在を確認 した。遺構は平安 。中世にわたるもので、竪穴住居

跡や滞跡を複数確認 した。

試掘結果は、10月 5日 土地関係者である桃井泰昌氏、工事施工者など関係者参集の上報告 した。

この調査結果に基づき、施工者 (ホ ームネットとやま)・ 設計者 (大路都市設計)と 協議 した結果、宅

地部分は盛土造成により保護 し、市道として道路構造令に基づ く工事を行う704だ について発掘調

査を行うこととした。また発掘調査の実施は、桃井泰昌氏の全面的な協力を受け、施工者と委託契

約 した民間発掘調査会社が行い、市埋蔵文化財センターが監理することとした。民間発掘調査会社

は山武考古学研究所が選定された。

この協議結果措置については、平成 19年 11月 26日 付けで施工者であるホームネットとやま・

市教委・山武考古学研究所の三者による協定を締結 し、同日から発掘調査に着手 した。

発掘調査は同年 12月 14日 まで実施 し、平安時代の竪穴住居跡・畑、中世の溝を検出した。市埋

蔵文化財センターが現地調査完了を確認後、12月 14日 付けで現地を引き渡した。

その後引き続き出土品整理を実施 した。

つ

`井

泰昌氏からは、試掘着手から発掘調査の完了までにわたり、物心両面で多大な協力を受けた。

記 してお礼申し上げます。

なお、今回の試掘確認調査の結果、遺跡全体の範囲が北側へ拡張することが明らかになったため、

平成 19年 10月 2日 付け埋文第 216号で包蔵地範囲の追加について富山県教育委員会に通知し、富

山市遺跡地図に変更結果を登載 した。 (古川)

【付記】平成21年 1月 7日 付けで有限会社山武考古学研究所が破産宣告を受けたため、本報告書の

再編集・発行は、折原洋一氏の協力を受け、富山市教育委員会埋蔵文化財センターが行ったもので

ある。
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■ 遺跡の位置と環境

1.地 理 的環 境

上新保遺跡は、富山平野のほぼ中央に位置 し、 」R富 山駅より南方へ 5km、 北陸自動車道富山

インターチェンジより西方へ 2kmの富山市上新保地内に所在する。

富山平野は、神通川扇状地と常願寺川扇状地の複合扇状地と下流域の氾濫原より構成され、神通

川と常願寺川の二大河川及びそれより派生する多 く中小河川が存在 し、地形的に区分される。上新

保地区は常願寺川扇状地がオ申通川扇状地に複合する扇状地先端の北西に当たり、本地区は扇状地か

ら氾濫原地帯に移行する傾斜返還点付近となる。遺跡は常願寺川扇状地を流れる中小河川のひとつ

である馳川の左岸に立地する。馳川は常願寺川から流れ出した後に神通川へと流れ込み、南東から

北西に走行する川で、網の目のように分流・合流 している。

遺跡周辺は、標高が 25～ 40mで、全体 として北西方向に下る緩やかな傾斜を有 し、この標高よ

り北西方向では等高線の幅が広 くなり、東南方向では密となる。また、この等高線の範囲では自噴

井と呼ばれる湧水点が数多 く存在 し、的場の清水・本郷の湯 。経力の湯 。刀尾神社境内内の功徳水 。

重要文化財浮田家住宅前の清水などが知られる。本遺跡周辺でも現在は工場などの地下水利用など

により地下水位は下がっているもの、2000年度の上新保の発掘調査では深さ2m程の井戸が検出さ

れてお り(富 山市教育委員会 2000)、 地下水脈は比較的浅かったことが理解できる。

地質は、地下 5～ 6mに 人頭大を超える礫を含む礫層が存在 し、その上に砂層を中心 とした層群

が形成されている。この層群は主として責色砂質土層と黒色土層が互層となっているが、黒色土層

の多 くは黄色砂質土層よりも層厚がかなり薄 く、形成された期間が短期間であったと考えられる。

今回の調査地区では最上層にある黒色土層を遺物包含層としてお り、その直下に黄色砂質層があり、

遺構確認面となっている。

2.歴史 的環 境

本地域では、縄文時代から中世の遺跡が知られる。

縄文時代では、本遺跡西方約 2kmに 中期に属する二俣遺跡が存在する。晩期では吉岡遺跡で石

囲炉等が検出されてお り(富 山市教育委員会 2002)、 同遺跡周辺は後・晩期の遺跡が集中する。

弥生時代では、遺跡数が少ないが吉岡遺跡・経力遺跡で竪穴住居 。土坑などが検出されてお り(富

山市教育委員会 2002)、 黒瀬大屋遺跡では後期の遺物が発見されている。

古墳時代では、神通川沿いの任海宮田遺跡などで知られるが、全体に希薄な分布状況である。上

新保遺跡では、 6世紀代の良好な須恵器が土坑からまとまって出上 した (富山市教委 2000)

古代では古墳時代以前とは大きく異なり、確認される遺跡数は大幅に増加 し、本遺跡周辺の開発

が進んだことが明らかである。集落遺跡 としては友杉遺跡・任海宮田遺跡 。吉倉 B遺跡 。上野井

田遺跡・上新保遺跡などで集落が検出されている。任海宮田遺跡では 100軒 を越える竪穴住居や堀

立柱建物などが調査 され、「城長」「観音寺」「寺」「墾田」などの墨書土器が出土 し、寺院や公的施

設が存在 したことを推測させる (富 山県埋蔵文化財センター 1996～ 1998)。 吉倉 B遺跡でも古代の

集落が確認され、「北家」などの墨書土器が出土 している (富 山市教育委員会 1997)。 上野井田遺跡

では竪穴住居 と掘立柱建物が検出されている (富 山市教育委員会 1998)。 上新保遺跡は 2000年度に

も今回の調査区より西方へ約 100mの 地点が発掘調査された。約 100軒の竪穴住居や掘 り立ち柱建

物が検出され、今回の調査区も同集落の続きと考えられる。古代の集落である上新保遺跡は任海宮

田遺跡 と比較すると墨書土器の量が微量で大きく異なり、両遺跡に性格の差が認められる。
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上新保遠跡 2 本郷椎木遠跡 3 堀遠跡 4 大田中田 1遠跡 5 大田惣見遠跡 6 大田中田‖遠跡

太田本郷城跡 8 大宮町遠跡 9 太田南町遺跡 10 本郷水上遠跡 11 新名遠跡 12 関遠跡 13 布市北遺跡

石田打宮遠跡 朽 興国寺館跡 16 布市遠跡 17 石田北遺跡 18 石田遺跡 19 二俣寺跡 20 二俣北遺跡

二俣遺跡 22 上野亀田遺跡 23 上野遠跡 24 上野遠跡 25 吉岡遺跡 26 若竹町遺跡 27 悪王寺遺跡

下熊野遺跡 29 安養寺遺跡 30 任海宮田遺跡 31 吉倉 B遠跡 33 友杉遺跡

第 1図  遺跡の位置と周辺遺跡

中世の新保地区は、寿永 3年 (1184)の 源頼朝下文 (賀茂別雷神社文書)な どの史料に加茂社領新保

御厨 とあり、滑川新保と並び比定地候補のひとつとなっている。なお、新保御厨は永徳 2年 (1490)

まで賀茂神社 と関係があったとされている。

本遺跡の南方にある布市は、康永 3年 (1344)に 越中守護となった桃井直常が観応の乱で足利方に

敗れた後に余生を過ごした地という伝承が残されてお り、上新保地内にある桃井家はその末裔とい

う。また、布市にある曹洞宗太平山興国寺は興国6年 (1345)直 常開基を伝え、周辺に中世寺社七宮

七寺があったと伝えられている。なお布市には「古新保」という小字が存在し、新保と関係すると考

えられる。

上新保遺跡は、2000年度の調査で、これらの史料や伝承と同時期の 13～ 14世紀の掘立柱建物

を中心とした村落が検出されている。

近世では、上新保遺跡の西方に近接して中世にまで遡る飛騨街道が存在する。主要な幹線である

飛騨街道は飛州往来・飛州街道と呼ばれ、富山～小泉～布市～小黒～坂本～笹津の道程で、小泉～

布市は小泉～大町～下堀～上堀～布市となり、布市～笹津までを布市道・布市往来と呼ばれていた。

上新保遺跡では2000年度の調査で、桃井直常の末裔という桃井清光家の敷地内より石垣遺構を

伴う近世の屋敷跡を検出した。
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Ⅲ 調査の方法と経過

1.調査の方法

遺跡地は、宅地造成工事予定地を対象に富山市教育委員会により平成 19年 9月 25'26日 の間に

試掘調査が実施され、その結果平安時代と中世の遺構・遺物が検出された。この成果に基づき調査

対象の道路予定部分の本調査を実施することとなった。

調査区は、公共座標 (世界測地系)を基準に 10m× 10mの グリッドを設定し、グリッドの名称は

南北軸を北よリアルファベットで A・ BoC・ ・・、東西軸を西より算用数字で 1・ 2,3・ ― とし、

北西隅を代表させた。表土掘削は重機を使用し、遺物包含層及び遺構調査は人力により掘り下げを

行った。遺構調査は土層観察用の畦を残し、埋没状況などを検討しつつ調査を実施した。実測は航

空写真による実測を行い、部分的に平板実測により補足した。写真撮影は必要に応じ随時行い、35

almカ ラーネガフィルム・35mm白黒ネガフィルム、白黒6× 7番フイルムを用いた。

2.調 査の経過

調査は、平成 19年 11月 26日 より開始し、同年 12月 20日 に終了した。

11月 26日 調査の準備を行う。

11月 28日 調査区の東より表土掘削を開始する。

11月 29日 表土掘削作業の継続、異物包含層掘り下げ・遺構確認作業を行う。

■ 月30日 表土掘削・遺物包含層掘り下げ 。遺構確認作業を継続する。

12月 1日  表土掘削・遺物包含層掘り下げ・遺構確認作業を継続する。

12月 2日  表土掘削・遺物包含層掘り下げ・遺構確認作業を継続する。

12月 3日  表土掘削を終了し、遺物包含層掘り下げ 。遺構確認作業を継続する。

12月 4日  遺物包含層掘り下げ・遺構確認作業をほぼ終了する。

12月 5日  調査区東部の遺構調査を開始する。

12月 6日  調査区南東部と中央部の遺構調査を継続し、土層断面・遺物出土状況の実測・写真撮

影を開始する。

12月 7日  調査区南東部と中央部の遺構調査、土層断面 。遺物出土状況の実測・写真撮影を行う。

12月 8日  調査区南東部と中央部の遺構調査、土層断面・遺物出土状況の実測 。写真撮影を行う。

12月 9日  調査区南東部と中央部の遺構調査、土層断面・遣物出土状況の実測・写真撮影を行う。

12月 10日  調査区南西部と中央部の遺構調査、土層断面・遺物出土状況の実測・写真撮影を行う。

12月 11日  調査区南西部と中央部の遺構調査、土層断面 。遺物出土状況の実測 。写真撮影を行う。

12月 12日  調査区南西部と西部の遺構調査、土層断面 。遺物出土状況の実測 。写真撮影を行う。

12月 13日  調査区南西部と中央区の遺構調査、土層断面 。遺物出土状況の実測・写真撮影を行う。

航空写真測量のため対空基準点の設定を行う。富山市教育委員会埋蔵文化財センター

による調査終了確認。

12月 14日  航空写真撮影を行う。

12月 15日  機材の撤収をもって調査を終了。この間各段階で埋蔵文化財センターの確認を受けた。

3.基 本層序

調査区の上層堆積は、 Ia層からV層 までの堆積が確認されている。表土層であるIa層から遺

構確認面となるV層上面までの地積は調査区の東から西に向かい厚くなっている。
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第 2図  基本層序

暗褐色土。現水田耕作土。

灰褐色土。旧水田耕作土。

明灰掲色土。旧水田耕作土。

明灰褐色土。下部に酸化鉄を有する。

灰黒色土。酸化鉄粒・戊化物を少量含む。粘性 。しまりともに良好。中世遺物包含層。

黒色土。炭化物を少量含む。粘性・しまりとも良好。中世の遺物包含層。

灰掲色土。炭化物を少量含む。粘性有、しまり良好。古代 。中世の遺物包含層。

黄色砂質土。シル ト質で、細粒均質な砂層である。上面が遺構確認面である。

Ia

lb

lc

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ a

Ⅳ b

V

層

層

層

層

層

層

層

層

止      _

-5=



次

:戸く
fヽⅢ

=ビユ

獣

,・

、

「

~TI

調査区域図

一晏
う
‐′～
打
川
ｒｒ

"ヽくハ!
第 3図

-6〒



キ

キ

キ

キ

ヤ

キ

ヽ

大

キ

キ

キ

キ

キ

キ

キ

ヤ

キ

キ

キ

キ

-7・ 8-

第 4図  調査区全体図



Ⅳ 調査の概要

1.遺 構

遺構は、古代の竪穴住居 。掘立柱建物・土坑 。畑址、中世の上坑・溝を検出した。

(1)竪穴住居

S101(第 5図 図版 5-1～ 5)

調査区の東部に位置する。重複関係は SD01と ピットより古 く、S102よ り新 しい。平面形は長軸

長 2.50m× 短軸長 2.32mの南北方向が僅かに長い長方形である。主軸方向は N-80° 一Wである。壁

は高さ 10cmで、ほぼ直立する。床面は中央部をSD01に 削平されて消失 してお り、住居北部は地

山となる責色砂質土を床面 とし、中央部から南部は S102の 覆土中に構築され貼床 となっている。

貼床は締 りが良好な責色砂層ブロックを含む灰掲色土である。内部施設はカマ ドが存在 し、柱・周

溝等は無い。カマ ドは西壁の中央部やや北寄 りに位置する。袖は責褐色粘質土塊を含む黄色砂質土

で構築されてお り、やや弧を描いて細長 く延びる。燃焼部はほぼ平坦で、僅かに熱を受けた痕跡が

見られる。煙道部は壁タトヘ延びてお り、幅 60cm× 長さ40cmの V字形を呈 し、緩やかに立ち上が

る。遺物は須恵器・土師器・鉄製紡錘車が出上 した。1・ 2・ 4は覆土下層より、3はカマ ド上面か

ら出上 した。

S102(第 6図 図版 6-1・ 2)

調査区の東部に位置する。重複関係は S101,SD01と ピットより古い。平面形は長軸長 3.35m×

短軸長 2.98mの南北方向が僅かに長い長方形である。主軸方向は N-75° 一Wである。壁は北壁～西

壁北半が S101に 、南壁東部が SD01に削平され残存状況が悪いが、最も高いところで 25cmを 測 り、

やや傾斜 して立ち上がる。床面は中央部をSD01に 削平されて消失 してお り、地山となる責色砂質

土で構築されている。内部施設はカマ ドが存在 し、柱 。周溝等は無い。カマ ドは西壁のほぼ中央部

―
―
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コ
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生 L=39,10m   l     二

B′

黒褐色砂質土を斑状に含む。黄色砂質土塊を
含む。粘性有、しまり良。S102覆土

2m

2

S101カ マド土層説明
1層 褐色砂質上 黄色砂質土塊微量含む。粘性有、しまりやや不良。
2層 暗灰褐色土 灰褐色粘質土粒、黄色砂質土粒を含む。粘性有、

しまり不良。
I層 黄色砂質土と灰褐色粘質土の混合土

S101土 層説明
1層 灰褐色砂質土

2層 灰黄褐色砂質土

第 5図 S101
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Q C L=39.00m

BL=39.10m

SD01
S101

黒褐色砂質土を斑状に含む。黄色砂粒を少量
含む。粘性有、しまり良。S101覆土

♀  1 中
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S102土 層説明
1層 灰褐色砂質土  黄色砂質土塊を含む。粘性有、しまり良。
2層 灰黄褐色砂質土 黒褐色砂質土を斑状に含む。黄色砂質土塊を

含む。粘性有、しまり良。

S102カ マド土層説明
1層 灰褐色砂質土 黄色砂質土塊・灰褐色粘質土塊を含む。粘性有、

しまりやや不良。
2層 灰褐色土   黄色砂質土粒少量含む。粘性良好、しまり不良。
3層 暗灰褐色土  黄色砂質土塊少量含む。粘性良好、しまり不良。
I層 黄色砂質土と褐色粘質上の混合土。

C L=39.00m C′

第 6図 S102
2

に位置する。遺存する袖は黄掲色粘質土塊を含む黄色砂質土であるが、その内側に石材抜 き取 り痕

と推測される深さ 10cmほ どのピットが両袖に各 1基ずつ存在 し、石組と上によって構成されてい

たと考えられる。燃焼部は浅 く皿状に窪み、僅かに熱を受けた痕跡が見られる。煙道部は壁外へ延

びてお り、幅 20cm× 長さ65cmの細長い V字形を呈 し、緩やかに立ち上がった後、水平に延びる。

遺物は須恵器・土師器が出上 した。5は覆上下層より出上 した。

S103(第 7図 図版 7-1)
調査区中央部の東寄 りに位置する。重複関係は畑跡とピットより古い。住居南～東部にかけては

調査区外へ と延びてお り、規模形状は不明な点が多いが、東西長 4.78m× 南北長 3.35m以上の方

形である。主軸方向は N-90° ―W。 壁は最 も高いところで 40cmを測 り、ほぼ直立する。床面は地

山となる責色砂質上に構築されているが、部分的に下層の礫層が露出している。カマ ド・柱穴 。周

溝は未検出であるが、住居北西隅よリピットが検出された。ピットは南半部が調査区外 となるが、

南北長 40cm以上 ×東西長 50cmの楕円形を呈 し、断面形状は深さ20cmの U字状 となり、性格は

不明である。遺物は須恵器・土師器が出土 した。6。 7は床面より出土 した。

S104(第 8図 図版 7-2、 8-1～ 4)

調査区中央部の東寄 りに位置 し、住居北東隅は調査区外 となる。重複関係はピットより古 く、
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ξ
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C L=39,10m

S103土 層説明
基本層序 Ia層
基本層序 Ib層
基本層序 Ha層
基本層序Ⅱb層
基本層序Ⅲa層
基本層序Щb層
基本層序Ⅳ層

1層 灰褐色砂質土 黄色砂質土塊微量、褐色土塊斑状に
含む。粘性 。しまりともに有。

2層 灰褐色砂質土 黄色砂質土塊多量に含む。
粘性 。しまりともに有。

3層 褐色砂質土  黄色砂質土塊多量に含む。
粘性 。しまりともに有。

DL=39。 10m

第 7図  S103

S105よ り新 しい。平面形は長軸長 4.64m× 短軸長 3.85mの東西方向が僅かに長い長方形である。

主軸方向は N-90° 一Eである。壁は最 も高いところで 28cmを測 り、やや傾斜 して立ち上がる。床面

は地山となる責色砂質上に構築されているが、住居南西部は下層の礫層が露出している。内部施設

はカマ ドが存在 し、柱穴・周溝等は無い。カマ ドは東壁の南寄 りに位置する。遺存する袖は黄色砂

塊を含む黄褐色粘質土で、弧状に延びる。燃焼部は浅 く皿状に窪み、熱を受け赤色化 しており、中

央部には棒状の自然礫の支脚が存在 している。煙道部は壁外へ延びてお り、幅 50cm× 長さ45cm

の V字形を呈 し、緩やかに立ち上がる。遺物は須恵器・土師器が出上 した。10,■ はカマ ドより、

9は床面より、 8・ 11は覆土より出上 した。

S105(第 8図 図版 7-2・ 9-1)
調査区の東部に位置する。住居は大部分が調査区外へ と延びてお り、南部ではS104と 重複 し、

S105が古いため、カマ ドが確認されただけである。平面形・主軸方向は不明である。床面は地山

となる責色砂質土に構築されている。内部施設はカマ ドが存在 し、柱 。周溝等は未検出である。カ

マ ドは北壁に位置する。袖は黄褐色粘質土塊を含む黄色砂質土と立石により構成されていたと考え

られる。立石は左右の袖の内側に各 1個が遺存するだけであるが、本来は数個が並び内壁を成 し、

その外側に責掲色粘質上が覆っていと思われる。燃焼部は浅 く皿状に窪み、僅かに熱を受けた痕跡

が見られる。煙道部は壁タトヘ僅かに延び、緩やかに立ち上がる。遺物は須恵器・土師器が出土 した。

13～ 15は カマ ドから出上 した。

σ
一

Ｊ
一

~■
下



い０一∽‐」！」呻山山山山山山［中山‐‐‐‐］］山山［］［‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐―‐［］］山［］山山］呻呻中山中‐‐‐山山山山咆呻呻］庁ｆｉ

司

　
　
　
　
　
ｒ　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｇ
⇔
∞め占

引

2m

。 支脚

θ
10

9

ユ L=39.00m 劇

4

S104カ マド土層説明
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I層 黄褐色粘質土 責色砂塊を含む。

第 8図

匠正]礫・土器

S105カ マ ド土層説明

ち層 慕糧亀擁星尭層 
色砂粒・暗褐色粘質土塊を含む。粘性、しまりとも有

3層 灰褐色砂質土 黄色砂塊少量、暗褐色粘質土塊含む。粘性良好、しまり有
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S106(第 9図 図版 9-2、 10-1)

調査区中央部に位置する。重複関係はピットに切 られ、S107・ 08・ 16を切っている。平面形は

長軸長 3,75m× 短軸長 3.10mの東西方向が長い長方形である。主軸方向はほぼ真北である。壁は

最も高いところで 25cmを 測 り、直立する。床面は地山となる黄色砂質土に構築されている。内部

施設はカマ ドが存在 し、柱穴・周溝等は無い。カマ ドは南壁の中央部に位置する。遺存する袖は黄

色砂塊を含む責褐色粘質上で、直線的に延びる。燃焼部は浅 く皿状に窪み、熱を受け赤色化 してい

る。煙道部は壁タトヘ廷びており、幅 43cm× 長さ20cmの U字形を呈 し、やや急な角度立ち上がる。

遺物は須恵器・土師器・鉄器が出上 した。16～ 18は覆土より出土 した。

S107(第 10図 図版 10-2)

調査区中央部に位置 し、住居南西隅は調査区外 となる。重複関係は S106・ S108・ ピットより古 く、

S117よ り新 しい。平面形は長軸長 464m× 短軸長 3.92mの 東西方向が長い長方形である。主軸方

向は不明である。壁は最 も高いところで 14cmを 測 り、直立する。床面は地山となる責色砂質土に

構築されている。柱穴・周滞等は無 く、カマ ドは未検出で、S106に より削平された東壁に位置 し

た可能性がある。遺物は須恵器・土師器が出上 した。19は 覆土上層より出土 した。

S108(第 10図  図版 11-1・ 2)

調査区中央部に位置 し、住居南部は調査区外 となる。重複関係は S106・ ピットより古 く、S107・

10よ り新 しい。規模形状は住居南部が調査区外 となるため不明だが、南北長 2.50m以上 ×東西長

2.54mの方形基調である。主軸方向は N-80° 一Wである。壁は最 も高いところで 14cmを 測 り、ほ

ぼ直立する。床面は北部が地山となる黄色砂質土に構築され、住居南部は S110の 覆上の上に貼床

を行っている。内部施設はカマ ドが存在 し、柱・周溝等は無い。カマ ドは西壁の中央部やや北寄 り

に位置する。遺存する袖は灰掲色粘質土を含む責褐色砂質上であるが、左袖の内側に大型の石材が

倒れており、この石材を立てて内壁としていた。その外側を黄褐色砂質上で覆っていたと考えられ、

内壁を構成 していた石材の多 くは抜き取 られている。燃焼部は水平で、熱を受けた痕跡は見られる

が赤色化 していない。煙道部は壁外へ延びてお り、幅 70cm× 長さ45cmの U字形を呈 し、急な角

度で立ち上がった後、水平に延びる。遺物は須恵器・土師器が出土 した。20は カマ ド内から、21

～ 22は床面から出上 した。

S109(第 11図 図版 12-1)

調査区中央部に位置 し、住居南部が調査されただけで、他は調査区外である。重複関係は畑跡・ピッ

トより古い。規模形状は住居南部が検出されただけで規模形状は不明だが、南北長 0.55m以上 ×

東西長 3.00mの方形基調である。主軸方向は不明である。壁は最 も高いところで 20cmを測 り、ほ

ぼ直立する。床面は黄色砂質土に構築される。カマ ド・柱穴・周溝等は未検出である。遺物は須恵

器・土師器が出土 した。24は覆土より出上 した。

SHO(第 11図 図版 12-2・ 3)

査区中央部に位置 し、住居南部は調査区外である。重複関係は S108・ ピット・畑跡より古い。

規模形状は住居南部が調査区外である、西部が S108に より削平されるため不明だが、南北長 2.50m

以上 ×東西長 ■50m以上の方形 と考えられる。主軸方向は N-5° ―Wである。壁は最 も高いところ

で 18cmを 測 り、ほぼ直立する。床面は黄色砂質土に構築される。内部施設はカマ ドが存在 し、柱

穴・周溝等は未検出である。カマ ドは北壁の東部に位置する。袖は内側に大型の石材を立てて内壁

とし、その外側に責色砂を含む黄褐色粘質上で覆っていたと考えられ、一部を残 し内壁を構成して

いた石材の多 くは抜 き取られたと推測される。燃焼部は皿状に窪み、熱を受けた痕跡はあるが赤色

-13「
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C L=38,90m

S106土 層説明
1層 灰褐色砂質土 褐色粘質土・黄色砂質土塊を含む。粘性有、しまり有。
2層 暗褐色砂質土 黄色砂粒を多量に含む。粘性不良、しまり良

S116土 層説明
1層 灰褐色砂質土 黄色砂質土塊を含む。粘性有、しまり良。
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二Eと  と=38.90m S106カ マド土層説明
1層 灰褐色粘質土
2層 暗灰褐色粘質土
3層 灰黄色砂質土
4層 暗褐色砂質土
5層 灰褐色粘質土
6層 灰褐色砂質土
I層 灰褐色砂質土

第 9図 S106・ 16
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黄色砂塊やや多くを含む。粘性有、しまり良
黄色砂粒を大量に含む。粘性、しまりとも有
暗灰褐色粘質土塊を含む。粘性、しまりとも有
暗褐色粘質土塊を含む。粘性、しまりとも有
焼土粒・黄色砂塊を含む。粘性良好、しまり良好
黄色砂塊多量に含む。粘性不良、しまり良好
黄色砂塊含む。
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S107・ 17

S107

S106

A L=38.90m

S108上層説明
1層 灰褐色砂質土 黄色砂粒を含む。粘性不良、 しまり良。
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」aL と=38,90m                                              A'
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S107・ 17土層説明
1層 灰掲色雅質上  黄色砂塊を多姓に含む。粘性良好、 しまり良。S117覆土
2層 暗灰褐色砂質上 黄色砂塊、灰傷色粘土塊を含む。粘性良好、 しまり良。S107覆 土
3層 灰褐色雅質土  黄色砂質土塊、灰褐色粘質上を含む。粘性有、 しまり良。S107覆 上
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CL=38.90m

〆
一

S108カ マ ド上層説明
1層 暗黄色砂質圭 炭化物少逮含む。粘性不良、しまり有。
2層 暗褐色上 黄色砂粒・炭化物を含む。粘性有、しまり有。
I層 黄福色砂質上 灰褐色粘質土粒を含む。

?          1         2伊

第 10図 S107・ 08・ 17
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L=39.20m A:≧
子
≡≡≡≡≡要堅

≡三≡三≡三三≡三三三≡
至
三 A′

Ⅲ b

S109土 層説明
基本層序 Ia層
基本層序Ⅱa層

基本層序Ⅱb層

基本層序Ⅲa層
基本層序Шb層

基本層序Ⅳ層
基本層序V層

1層 灰褐色砂質土 黄色砂・炭化物を含む。

C′

Aタ

S109

S110

Ⅳ

2m

粘1生
。しまりともに有。
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第 11図 S109・ 10
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層
土
塊
粘
粘
粘

土
色
砂
色
色
色

ド
褐
色
褐
褐
褐

マ
黒
黄
灰
灰
黄

カ１０
層
層
層
層
層

ＳＩ

ｌ

２

３

４

Ｉ

黄色砂粒含む。粘性不良、しまりやや有。
焼土塊を多く含む。粘性不良、しまりやや有。
黄色砂粒を多く含む。

♀  1 4m
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化 していない。煙道部は壁タトヘ廷びてお り、幅 37cm× 長さ56cmの V字形を呈 し、燃焼部との境

は急な角度で、それより後方は緩やかな角度で立ち上がる。遺物は須恵器・土師器が出上 した。25

はカマ ドから出上 した。

SHl(第 12図 図版 13-1,2)
調査区西部に位置 し、住居北部は調査区外 となる。重複関係はピットより古 く、S114よ り新 し

い。規模形状は住居北部が調査区外 となるため不明だが、南北長 3.30m× 東西長 220m以上の方

形と考えられる。主軸方向は N-130° ―Wである。壁は最 も高いところで 30cmを 測 り、ほぼ直立す

る。床面は北部が地山となる責色砂質上に構築される。内部施設はカマ ドが存在 し、柱・周溝等は

無い。カマ ドは西壁の中央部やや北寄 りに位置する。遺存する袖は灰褐色粘質上を含む灰褐色砂質

土であるが、石材の利用は不明である。燃焼部は浅 く皿状に窪み、熱を受けて薄く赤色化 してお り、

直上には薄い炭層が見られる。煙道部は壁タトヘ僅かに延び、幅 70cm× 長さ25cmの不整字形を呈 し、

急な角度で立ち上がる。遺物は須恵器・土師器が出土 した。26～ 28・ 31・ 35は カマ ドおよびカマ

ド前面から、他は覆土中から出土 した。

SH2(第 13図 図版 14-1,2)
調査区西部に位置 し、住居南西部が調査区外 となる。重複関係はピット・畑跡より古 く、S113・

15よ り新 しい。規模形状は南北長 2.97m× 東西長 3.15mの 僅かに東西が長い長方形である。主軸

方向はほぼ真北である。壁は最 も高いところで 20cmを 測 り、ほぼ直立する。床面は黄色砂質上に

構築される。内部施設には新旧 2基のカマ ドが存在 し、柱穴・周溝等は未検出である。新期のカ

マ ドAは北壁の中央部に位置する。遺存する袖は責色砂塊を含む灰褐色粘質上で構築されている

が、左袖の内側に接 して浅いピット状の窪みが見られ、これを石材抜 き取 り痕とすると内壁に石材

を貼っていた可能性が考えられる。燃焼部は熱を受けた痕跡は見られるが赤色化 していない。煙道

部は壁タトヘ廷びているが先端部をピットにより削平されているため全体の形状は不明であるが、幅

55cm× 長さ20cm以上の半円形を呈 し、急な角度で立ち上がっていたと思われる。旧期のカマ ド

Bは北壁の東部に位置する。袖は既に取 り去 られていたが、石材抜 き取 り痕と思われるピットが 2

基検出されている。ピットは推定される左右の袖先端部の位置に各 1基があり、少なくとも焚き口

部は石材を用いていたと考えられる。燃焼部は長軸長 45cm× 短軸長 40cmの楕円形を呈 し、深さ

10cmの 上坑状 となる。カマ ド前面には薄い炭化物層が存在する。煙道部は幅 50cm× 長さ85cm

の細長い V字状を呈 し、緩やかに立ち上がる。遺物は須恵器・土師器が出土 した。37～ 41は覆土

内から出土 した。

SH3(第 14図  図版 15-1)
調査区西部に位置 し、住居南部は調査区外である。重複関係は S112・ ピット・畑跡より古 く、

S115よ り新 しい。規模形オ犬は住居南部が調査区タトであり、西南部を S112に より削平されるため不

明だが、南北長 2.90m以上 ×東西長 3.90mの方形と考えられる。主軸方向は N-5° ―Eである。壁は

最も高いところで 16cmを 測 り、ほぼ直立する。床面は黄色砂質土に構築される。内部施設はカマ

ドが存在 し、柱穴・周溝等は未検出である。カマ ドは北壁の東部に位置するが、遺存状況が悪 く、

火床と袖の一部が検出されただけである。袖は立石が 2個残るだけで、残存状況から複数の石材を

用いていたと推測される。燃焼部は焼土と炭化物が存在する。煙道部は不明である。遺物は須恵器・

土師器が出上 した。42～ 44は覆土内から出上 した。

SH4(第 12図 図版 13-1)

調査区西部に位置し、住居北東部は調査区外 となる。重複関係は S111・ ピット・畑跡より古い。
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S111・ 14土層説明
1層 灰褐色砂質土
2層 灰褐色砂質土
3層 灰褐色砂質土

黄色砂塊を微量含む。粘性良好、しまり良。S111覆 土
黄色砂塊を少量含む。粘性良好、しまり良。S111覆 土
黄色砂塊をやや多く含む。粘性有、しまり良。S114覆土

ヽ
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司
‐
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日
Ｏ
Φ
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コ

田

D L=38.60m

遣
力
量雹圭

層
凄肥物多量、砂粒含む。粘性良好、しまり有。新期カマド。

2層 橙灰褐色粘質土 焼土塊・焼土粒多量、砂粒含む。粘性良好、しまり有。
I層 灰褐色砂質土  灰褐色粘質土粒を含む。

第 12図 SHl・ 14
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S111カマド
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OXV解聾わ

S112土 層説明
1層 灰褐色粘質土

2層 極暗黄褐色砂質土
3層 暗黄褐色砂質土

4層 灰褐色砂質土

5層 黒褐色粘質土

黄色砂塊少量含む。粘性良好、
しまり良。
黄色砂塊を含む。粘性不良、しまり有。
黄色砂塊、灰褐色粘土塊を含む。粘性有、
しまり有。
黄色砂粒を多量に含む。粘性不良、
しまり有。カマドAl層。
炭化物・灰を多く含む。粘性、しまりとも有f

カマ ドAl層。⊆ L=38.60m

D L=38.50m

S112Aカ マド土層説明
1層 灰褐色砂質土 黄色砂粒を多量に含む。粘性不良、しまり有。
2層 黒褐色粘質土 炭化物・灰を多く含む。粘性、しまりとも有。
I層 灰褐色砂質土 黄色砂塊含む。
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S112Bカ マド土層説明
1層 暗灰褐色土 黄色砂粒を少量含む。粘性不良、しまり有。
2層 黄色砂質土 砂粒・炭化物を多く含む。粘性不良、しまり有。

0

第 13図 SH2

Aカマド
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S113・ 15土層説明
1層 灰褐色砂質土

2層 灰褐色砂質土
生 L=38.50m                                         A′

第 14図 S113・ 15

規模形状は住居南部が調査区外 となるため不明だが、南北長 3.30m以上 ×東西長 4.80mの方形 と

考えられる。主軸方向は不明である。壁は最 も高いところで 18cmを 測 り、ほぼ直立する。床面は

黄色砂質土に構築される。カマ ド・柱穴 。周溝等は未検出である。出土遺物はない。

SH5(第 14図 図版 15-1)

調査区西部に位置する。住居南部はS113と 重複 し、それより古い。規模形状は不明だが、南北

長 ■00m以上 ×東西長 2.20mの方形 と考えられる。主軸方向は不明である。壁は最 も高いところ

で 10cmを 測 り、ほぼ直立する。床面は責色砂質上に構築される。カマ ド・柱穴・周溝等は未検出

である。遺物は土師器が出上 した。

SH6(第 9図 図版 15-2)
調査区西部に位置する。住居西部はS106と 重複 しそれより古い。規模形状は不明だが、南北長

2.52m× 東西長 0.80mの方形 と考えられる。主軸方向はほぼ真北である。壁は最 も高いところで

22cmを測 り、ほぼ直立する。床面は責色砂質土に構築される。柱穴・周溝等は未検出である。カ

マ ドは S106に削平され、火床のみ残存する。遺物は土師器が出土 した。

SH7(第 10図 図版 10-2)

調査区中央部に位置する。住居南部はS107と 重複 し、それより古い。住居の大部分が調査区外

とS107に 削平され、西壁 と床面の一部が確認されるだけだが、南北長 1.50m以 上 X東西長 ■00m

以上で、壁が直線となることから方形と考えられる。主軸方向は不明である。壁は最も高いところ

で 6cmを 測 り、ほぼ直立する。床面は責色砂質土に構築される。カマ ド・柱穴・周溝等は未検出

である。遺物は土師器が出上 した。

(2)掘立柱建物

調査区の西部より古代の掘立柱建物を 3棟検出した。

SB01(第 15図 図版 3-1)

黄色砂塊を含む。粘性良好、
しまり良。S115覆土
黄色砂塊をやや多く含む。粘性有、
しまり良。S113覆土

2m

Ｎ
一
一
∽
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第 15図  SB01

調査区西部に位置する。建物東部は調査区外に廷び、SB02よ り新 しく、畑跡より古い。平面形

状は一部が調査区外 となるため不明だが、長軸長 5,20m以上 ×短軸長 485mの 長方形を呈す桁行

き3間以上 ×梁行 き2間の建物で、主軸方向は N-60° 一Eである。柱間距離は桁行 きで 1.60～ 1.95m、

梁行きが 2.30～ 2.50mを 測る。柱穴は円形を基調とする。遺物は土師器・須恵器の細片が出土 した。

SB02(第 16図 図版 3-1)
調査区西部に位置する。建物東部は調査区外に延び、畑跡とSB01よ り古い。平面形状は一部が

調査区外 となるため不明だが、南北長 5.25m× 東西長 3.50mの長方形を呈すと思われ、桁行 き3

間以上 ×梁行き2間以上の建物となる。主軸方向は N-10° 一Eである。柱間距離は桁行 1.70～ 1.90m、

梁行 1.70～ 1.80mを 測る。柱穴は円形を基調とする。遺物の出土はない。

田
　
げ
＝
∞
∞
・
φ
Φ
日

Ｄ
ｒ

σ
一

胡勃γ
ぶ

潮
Ⅵ
瑚
乳

鈴
ａ

Ｌ0

P252

-21-



ヽ
ｒ
　
ぃ
＝
∞
∞
・
Φ
Ｏ
日

ゃ
④
Ｌ

Ｐ

」目LL=38.60m

A  pr 理げ

第 16図  SB02

SB03(第 17図 図版 3-1)
調査区西部に位置する。建物の西～北部は調査区外に延びている。畑跡に切 られている。平面形

状は一部が調査区外 となるため不明だが、南北長 3.90m× 東西長 3.80m以上の方形基調を呈すと

思われ、桁行 き2間以上 ×梁行き2間以上の建物で、主軸方向が N-23° 一Wを測る。柱間距離は桁

行 きで 2.00～ 2.20m、 梁行 きが 2.70～ 2.95mを 測る。柱穴は方形 と楕円形が存在する。遺物の出

土は無い。

(3)穴

穴は、当初 20数基存在すると思われたが、整理段階において掘立柱建物の柱穴と判明したため

欠香が生 じ、12基 となっている。構築時期は古代と中世である。

SK03(第 18図 図版 17-1)
調査区東部の H6区に位置する。遺構南半は調査区外である。長軸長 50cm以上 ×短軸長 41cm

の長楕円形を呈する。深さは 32cmで断面形状は鍋底状 となる。壁 と底面は責色砂質土層である。

遺物は須恵器が出上 した。構築時期は古代である。

SK05(第 18図 図版 17-2)

調査区東部の H6区 に位置する。遺構の北東部～南東部は調査区外である。南北長 250cm以上

X東西長 230cm以上の不整形を呈 し、深さは 45cmを測る。底面は凹凸が著 しい。形状及び土層

2m
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A L=38.60m

第 17図  SB03

の堆積状況から複数の上坑の重複 と思われるが、詳細は不明である。壁 と底面は責色砂質土層であ

る。遺物の出土はない。構築時期は不明である。

SK07(第 18図 図版 17-3。 4)

調査区東部の G6区 に位置する。長軸長 168cm以上×短軸長 130cmの不整長方形を呈 している。

断面形状は深さ 15cmの鍋底状 となる。壁と底面は責色砂質土層である。遺物は珠洲焼 と自然礫が

出上 した。構築時期は、覆土上層より出土 した炭化材の放射性炭素年代測定より、13世紀後半～

14世紀後半と考えられる。

SK08(第 19図 図版 17-5)

調査区東部の G7区 に位置する。長軸長 90cm以上 ×短軸長 83cmの ほぼ円形を呈する。断面形

状は深さ 10cmの 鍋底状 となる。樺 と底面は責色砂質層である。遺物は出上 しなかった。構築時期

は、覆上が中世の構築であるSK07の覆上に類似することより、中世と考えられる。

SK09(第 19図 図版 17-6。 7)

調査区東部の G7区 に位置する。遺構南西部は調査区外 となる。長軸長 139cm X短軸長 127cm

の長方形を呈 し、北東部に幅 56cm× 長さ30cmの長方形の突出部を有 している。断面形状は深さ

30cmの鍋底状で、底面は平坦である。壁 と底面は礫層である。遺物は珠洲焼 と砥石が出上 した。

構築時期は中世である。

２ｍ

‐
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SKll(第 19図 図版 17-8)
調査区東部の F6区 に位置する。遺構南部は調査区外 となる。遺構の北西部がピットと重複する

が新旧関係は不明である。長軸長 170cm以上 ×短軸長 190cmの 長方形を呈 し、北西部に幅 100cm

×長さ55cmの三角形のテラス状の張 り出しを有 している。深さは 56cmで、断面形状は鍋底状と

なり、テラス部分の深さは 34cmである。壁は礫層となり、底面は黄色砂質層である。遺物は出土

しなかった。構築時期は、基本土層Ⅳ層から掘 り込まれていることから、中世と考えられる。

SK12(第 19図  図版 18-1)
調査区東部の H6区に位置する。遺構西部は調査区外 となる。南北長 73cm× 東西長 55cm以上

の長楕円形を呈する。断面形状は深さ25cmの鍋底状となる。壁 と底面は黄色砂質土層である。遺

物は出土 しなかった。構築時期は不明である。

SK13(第 20図  図版 18-2)

調査区東部の G6区 に位置する。長軸長 100cm× 短軸長 108cmの不整の長方形を呈する。底面

は二段 となり中央部から南部が深さ 47cm、 北端は深さ59cmを 測 り、長軸長 90cm× 短軸長 80cm

の方形を呈す落ち込みとなっている。壁は礫層で、底面は責色砂質土層である。遺物は出上 しなかっ

た。構築時期は不明である。

SK14(第 20図 図版 18-3)

調査区東部の G7区 に位置する。長軸長 141cm× 短軸長 118cmの 台形を呈 している。断面形状

は深さ35cmの鍋底状 となる。壁 と底面は礫層である。遺物は出土 しなかった。構築時期は不明で

ある。

SK15(第 20図 図版 18-4)
調査区西部の B3区 に位置する。畑跡より新 しい。南北長 183cm× 東西長 200cm以上の不整円

形を呈 している。断面形状は深さ27cmの鍋底状となり、西半部の壁際はテラスを有 している。壁

と底面は責色砂質土層である。遺物は少量の須恵器が出上 した。構築時期は畑跡より新 しく、中世

以降と考えられる。

SK16(第 20図 図版 18-5)
調査区中央部の E5区 に位置する。長軸長 76cm× 短軸長 60cmの楕円形を呈 している。深さは

57cmを 測 り、底面は二段 となっている。壁と底面は黄色砂質土層である。遺物は出上 しなかった。

構築時期は不明である。

SK18(第 20図  図版 18-6)
調査区東部の G6区 に位置する。長軸長 120cm× 短軸長 90cmの不整方形を呈 している。深さは

60cmで、断面形状は鍋底状 となる。壁と底面は礫層である。遺物は出土 しなかった。構築時期は

不明である。

(4)溝

ここでは、畑跡を除 く一般的な溝として認識される事例について取 り扱い、畑跡は別項に記述す

る。溝は 6条検出し、いずれも畑跡より新 しい。SD04か ら珠洲焼が出上 していることから中世以

降の所産と考えられる。

SD01(第 21図 図版 18-7・ 8)

調査区東部のやや中央よりの F6・ 7区に位置する。S102・ 03よ り新 しい。ほぼ南北方向を直線

的に走向し、南北両端は調査区外 となる。調査部分における断面形状は幅 80cm× 深さ35cmの逆

台形を呈 し、底面は平坦である。壁は黄色砂質土層、底面は責色砂質土層であるが一部礫層が露出
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SK03土層説明
基本層序 Ia層
基本層序Ⅱb層
基本層序Ⅲa層

1層 灰褐色砂質土 黄色砂粒を含む。粘性不良、しまり良好。

C L=39.50m

SK07土層説明
1層 黒褐色砂質土 黄色砂粒を含む。粘性不良、しまり良好。

SK05土 層説明
基本層序 Ia層
基本層序Ⅱa層
基本層序狂b層

l層 灰褐色砂質土 黄色砂質土塊微量に含む。粘性、締まりともに有。
2層 灰黒色土 灰褐色土粒を含む。粘性、しまりともに有。
3層 灰褐色砂質土 黄色砂質塊含む。粘性有、しまり良好。
4層 灰褐色砂質土 黄色砂質粒含む。粘性有、しまり良好。

C'

0          1m

第 18図 土坑 (1)

46機

6①
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SK08土 層説明
1層 黒褐色砂質土 黄色砂粒含む。
2層 暗褐色砂質土 黄色砂粒含む。

粘性有、しまり良好。
粘性良好、しまり良好。

SK09

SK09土 層説明
1層 黒褐色砂質土 黄色砂塊含む。粘性有、
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しまり良好。

SKll
ヽ
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冨
Ｏ
Φ

．〇
∞
＝
コ

田

ｒ
一

Li39.60m Ia

二
SKll土 層説明

基本層序 Ia層
基本層序 Ia層
基本層序 Ib層
基本層序Ⅲa層

1層 灰褐色砂質土
2層 灰褐色砂質土

黄色砂質土塊少量含む。粘性 。しまりともに有。
黄色砂質土塊微量含む。粘性 。しまりともに有。

∞
Ｈ

や
日

基本層序 Ia層
基本層序Ⅱb層

基本層序Ⅲa層
1層 黒褐色砂質
2層 灰褐色砂質
3層 暗褐色砂質

工 L=39.50m 二

ヒ
土
土
土

黄色砂質土塊少量含む。粘性 。しまりともに有。
黄色砂質土塊少量含む。粘性 。しまりともに有。
黄色砂質土塊少量含む。粘性 。しまりともに有。

第 19図 上坑 (2)

B_L=39.60m
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AL=39.40m

SK13土 層説明
1層 黒褐色砂質土 礫多量、黄色砂粒含む。粘性有、しまり良好。

SK15

A L=39,70m

SK14土 層説明
1層 灰褐色砂質土 礫多量含む。粘性有、しまり良好。

くT

凱16土層説明
1層 灰褐色砂質土

日
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〆
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日
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SK15土 層説明
1層 黒灰褐色粘質土 灰色粘土塊、
2層 灰褐色砂質土 黄色砂塊含む。

砂粒含む。粘性有、しまり良好。
粘性有、しまり良好。

AL=39.40m

SK18土 層説明
1層 黒褐色粘質土
2層 灰褐色粘質土

砂塊含む。粘性有、しまり良好。

SK18

礫多量砂塊含む。粘性有、しまり良好。
黄色砂塊含む。粘性有、しまり良好。

第 20図 土坑 (3)
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SD01

AL=39.00m

B L=39。 20m

B卜 38.60m 二

SD02

第 21図 溝 (1)
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二 L=38.70m 二

―

SD03

AL司 8.60m二

BL=38.60m B′

ヤ

SD06

A L=38.70m

SD042

c L=38.70m

SD04-1

A L=38.60m

0 (断
面) lm

0 (平
面) 2m

第 22図 溝 (2)
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している。遺物は出上 しなかった。構築時期は中世の遺物包含層である基本土層Ⅲ層を掘 り込んで

構築されていることから、中世以降と考えられる。

SD02(第 21図 )

調査区西部の A3区に位置する。古代のピットより新 しい。北北西から南南東を直線的に走向し、

南北両端は調査区外 となる。調査された部分での断面形状は幅 37～ 77cm× 深さ 15cmの 逆台形

を呈 し、底面は平坦である。壁 と底面は責色砂質土層である。遺物は出土 しなかった。構築時期は

中世以降と思われる。

SD03(第 22図 )

調査区北西部の A～ Bl区 に位置する。古代の畑跡・ピットより新 しい。北北東から南南西を

直線的に走向し、南端は調査区外である。SD04と 3.80m離れて並行する。調査された部分での断

面形状は幅 37～ 50cm× 深さ5～ 10cmの 逆台形を呈 している。壁 と底面は黄色砂質土層である。

遺物は出上 しなかった。構築時期は古代の畑跡・ピットより新 しく中世以降と思われる。

SD04(第 22図 )

調査区北西部の A～ Bl～ 3区に位置する。古代の畑跡・ピットより新 しい。北北東から南南西

を直線的に断続 しながら走向し、南北両端は調査区外である。SD03と 3.80m離れて並行する。調

査 された部分での断面形状は幅 80～ 150cm× 深さ 18～ 28cmの逆台形を呈する。壁 と底面は黄

色砂質土層である。遺物は珠洲焼が出上 した。構築時期は珠洲焼の出土から中世と考えられる。

SD05(第 22図 )

調査区北西部の A～ Bl～ 2区に位置する。古代のピットより新 しく、SD04・ 06と 重複するが

新旧関係は不明である。北西から南東を直線的に走向し、東西両端は調査区外である。調査された

部分での断面形状は幅 39～ 80cm× 深さ 10～ 22cmの逆台形を呈する。壁 と底面は黄色砂質土層

である。遺物は出土 しなかった。構築時期は中世以降と思われる。

SD06(第 22図 )

調査区北西部の A～ Bl区 に位置する。古代の畑跡・ピットより新 しく、SD05と 重複するが新

旧関係は不明である。北北東から南南西を直線的に走向し、南北両端は調査区外である。調査され

た部分での断面形状は幅 30～ 50cm× 深さ30～ 35cmの逆台形を呈する。壁 と底面は責色砂質土

層である。遺物は出上 しなかった。構築時期は中世以降と思われる。

(5)畑跡

畑跡は、調査区の全面に広がってお り、重複関係は古代の竪穴住居・掘立柱建物よりも新 しく、

中世の上坑・溝よりも古い。遺構は幅 15～ 50cm× 深さ5～ 20cmの溝状を呈 し、走向方位によ

りA～ D群に分けることができる。A群は調査区の東半部に分布 し、走向方位が N-8° ‐E～ N-35°

―Eと なる。B群 は調査区の中央部 C4区 に分布 し、走向方位が N-60° 一E～ N-75° ―Eと なる。C群

は調査区中央部やや西寄 りの C4区 に分布 し、走向方位は N-60° ―W前後となる。D群は調査区の

西半部に分布 し、走向方位は N-20° ―W～ N-30° 一Wである。東から西へ と畝溝同士には重複が認

められ、複数回の耕作が行われたものと考えられる。構築時期は上限が重複関係より古代以降、下

限が中世以前となり、遺物出土状況より須恵器・土師器は出上 したが中世の遺物が無いことから平

安時代後半に営まれたものと推測される。                      (平 岡)

2.遺 物

遺物は、古代を主体として少量の中世のものが出土しており、古代の須恵器・土師器・鉄器・砥

石、中世の珠洲焼が出上した。
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S101(第 23図 図版 19)

1・ 2は須恵器無台杯である。 とは体部が直線的に立ち上が り、口縁部でやや外反する。 2は底

部が右回転糸切 りで、体～口縁部が内湾気味に立ち上がる。内底面には磨耗痕 と墨痕らしき痕跡が

認められ、転用硯の可能性がある。口縁部は一部欠損 してお り、墨を磨るのに都合がよさそうであ

る。 3は ロクロ土師器甕である。口縁部は内側に丸めて肥厚 させ、受口を形成する。 4は鉄製紡錘

車である。ほぼ完形で、欠損 して不鮮明であるがッい棒の上端が逆 L字形に曲がっている。

S102(第 23図 図版 19)

5は須恵器無台杯である。体部は直線的に立ち上が り、口縁部でやや外反する。底部は右回転へ

ラ切 りである。

S103(第 23図 図版 19)

6。 7は須恵器蓋である。ともに口縁部端を直角に折 り曲げてお り、 7は天丼部外面に右回転へ

ラケズリ、天丼部内面中央に手持ちのヘラナデを施 している。

S104(第 23図 図版 19)

8は須恵器無台杯である。体部は直線的に立ち上が り、底部は右回転ヘラ切 りである。 9～ 12

は須恵器蓋である。 9。 10は 扁平鉦で、口縁部端を直角に折 り曲げている。内面天丼部には磨耗

痕 と墨痕 らしき痕跡が認められ、転用硯 として利用 された。11は 口縁部端 を直角に曲げている。

内面天状部には磨耗痕と墨痕 らしき痕跡が認められ、転用硯 として利用されている。12は 口縁部

端を直角に曲げている。

S105(第 24図 図版 19)

13は須恵器無台杯である。底部は回転ヘラ切 りである。14・ 15は ロクロ土師器長胴甕である。

口縁部はタト傾 し、端部が面を成 している。

S106(第 24図 図版 19)

16は須恵器無台杯である。体～口縁部は直線的に立ち上が り、底部は右回転ヘラ切 りである。

17は ロクロ土師器鋼である。口縁部端部を上方へ折 り曲げている。18は不明鉄製品である。形状

は 2枚の鉄板を鉄棒が貫通 していると思われるが、 1枚の鉄板は未貫通の可能性 もあり明らかでな

い。かなり変形 している可能性が高 く、用途や性格は不明である。

S107(第 24図 図版 21)

19は須恵器有台郭である。内面接地の高台を有 し、体～口縁部は直線的に立ち上がる。右回転

ロクロ調整で、底部は回転ヘラ切 り、内底面に定方向のヘラナデを施す。底部に煤が付着する。

S108(第 24図 図版 21)

20は須恵器無台杯である。体～口縁部は直線的に立ち上が り、底部は右回転ヘラ切 りである。

口縁部内外面に煤が付着 してお り、灯明皿に転用 している。21・ 22は須恵器蓋である。21は 口縁

部端を直角に折 り曲げている。22は 天丼部外面が回転ヘラケズリ、内面に不定方向のナデを施す。

23は ロクロ土師器小型甕である。口縁部端部を上方へ折 り曲げ、受口状 とする。

S109(第 24図 図版 22)

24は ロクロ土師器甕である。日縁部はタト傾 し、端部が面を成 している。

SHO(第 24図 図版 22)

25は ロクロ土師器鍋である。口縁部はやや外反 し、端部は面状 となる。

SHl(第 25図 図版 22)

26・ 27は ロクロ土師器無台琢である。ともに外面端部下端から底部は右回転ヘラケズリを施すり
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26の 内面は平滑に磨耗 している。28は須恵器無台杯である。体～口縁部は直線的で、体部下端で

急にすぼまり底部に至る。切 り離 しは右回転糸切 りである。29は須恵器有台杯である。高台は外

面接地で、体部は高台部より直線的に立ち上が り、口縁部が僅かに外反する。切 り離 しは右回転へ

ラ切 りである。30。 31は ロクロ土師器小型甕である。ともに丸みが強い胴部を呈する。30の底部

切 り離 しは右回転糸切 り、31の底部は手持ちヘラケズリを施す。32～ 34は ロクロ土師器長胴奏で

ある。32は 口縁部の端部が外反 しながら屈折 し受口状 となる。33は 回縁部が外傾 し、端部が面 と

なる。34は 口縁部端部が僅かに内屈する。35は ロクロ土師器鍋である。国縁部端部が内方へと折

り返 し、九め込んでいる。36は須恵器大奏である。胴部は外面が叩き後カキロ、内面が同心円当

て具痕後カキロを施す。

SH2(第 26図 図版 22)

37・ 38は 須恵器無台杯である。ともに底部切 り離 しは回転ヘラ切 りである。37の 内底面には焼

成前の線亥Jが見 られ、窯記号か。39は ロクロ土師器小型甕である。国縁部は内湾気味に立ち上がる。

40は土師器長胴甕である。外面はケズリ、内面はハケロを施す。41は須恵器横瓶である。外面 は

叩き後カキロ、内面は同心円当て具痕が残る。

SH3(第 26図 図版 22)

42。 43は須恵器無台杯である。42は右回転ヘラ切 りで、口縁部内面に煤が付着する。43は底部

が右回転ヘラ切 り後、指ナデが施され、口縁部内外面に煤が付着 し、灯明皿に転用 している。44

は須恵器蓋である。外面天丼部には焼成前の線刻による螺旋文と放射状文がみられる。内面には墨

痕 と摩滅痕が存在 し、硯に転用 している。

SK03(第 27図 図版 23)

45は須恵器有台杯である。底部よりやや内側に付 く高台は内面接地で、底部はやや九みを持ち 、

体部から口縁部は直線的に立ち上がる。切 り離 しは右回転ヘラ切 りである。内底面及び高台接地面

は摩滅が著 しい。

SK07(第 27図 図版 23)

46・ 47は珠洲焼Ⅳ期 (吉 岡康暢 1999)の片口鉢である。口縁部端部の面を水平に取っている(多日

し目は 46が ■lcmで 6日 、47が ■7cmで 10目 となる。

SK09(第 27図 図版 23)

48は珠》H焼片口鉢である。底部をハケ ロ調整 している。卸 し日は2cmで 11目 である。49は 4

面の研面をもつ凝灰岩製の仕上砥である。

SK1 5(第 27図 図版 23)

50は須恵器蓋である。扁平鉦で、内面に摩滅痕が認められ、転用硯 とみられる。

SD04(第 27図 図版 23)

51は珠洲焼Ⅳ期の片口鉢である。口縁端部は水平に面を取る。

畑跡 (第 27図 図版 23)

52は須恵器無台杯である。底部切 り離 しは右回転ヘラ切 りである。53は須恵器有台杯である。

底部中央寄 りに付 く高台は内端接地 し、体～口縁部は直線的に立ち上がる。底部は切 り離 しが回青魔

ヘラ切 りで、中央には焼成前に刻まれた「十」の線刻を有 している。

P53(第 28図 図版 23)

54は須恵器蓋である。口縁部端部は直角に折 り曲げられてお り、天丼部内面は摩減 し、転用

硯の可能性がある。
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P145(第 28図 図版 23)

55は須恵器有台杯である。底部は丸みを持ち、体部との境よりかなり内側の高台が付 く、高台

は内端接地である。底部切 り離 しは回転ヘラ切 り、内底面には不定方向のナデを施す。

P160(第 28図 図版 23)

56・ 57は鍛冶津である。ともに碗形津の破片で、端部は割られている。

P168(第 28図 図版 23)

58は須恵器無台杯である。底部きり離 しは右回転ヘラ切 りである。

遺構外出土遺物 (第 28図 図版 23)

59は ロクロ土師器椀である。体部は九みを持って立ち上が り、口縁部は僅かに外反する。底部

は右回転糸切 りである。60は 4面の研面をもつ凝灰岩製の仕上砥である。61は珠洲片口鉢である。

卸 し目が密に施されている。62～ 64は須恵器無台杯である。62は体部がやや内湾気味となり、口

縁部で僅かに外反 し、底部は回転糸切 りである。63は底部切 り離 しが回転糸切 りである。64は底

部切 り離 しが回転ヘラ切 りである。65は須恵器有台杯である。内面接地する高台は体部との境よ

りかなり内側に付 き、口縁部は僅かに外反する。底部きり離 しは回転ヘラ切 りで、口縁～体部外面

に墨痕が付着する。66は ロクロ土師器小型甕である。口縁部は受口状 となる。      (折 原)
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V理 化学的分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

1 は じめ に

上新保遺跡は、常願寺川扇状地西側の扇央～扇端部付近に立地している。上新保遺跡における過

去の調査では、古代および中世の集落、古代の畑跡をはじめとして、中世以前の自然流路等が確認

された (富 山市教委 2000)。 前回の発掘調査区の東方に隣接する今回の発掘調査区では、古代～中

世の竪穴住居跡や土坑、溝状遺構等が検出された。

本報告は、発掘調査で検出された遺構の年代、イネ科草本類に由来する栽培植物やカマドの燃料

材の検討を目的として自然科学分析調査を実施したものである。

2 試料

試料は、土坑より出土した炭化材 (KSB―SK07No。 1)、 畝と推定される溝状遺構埋土から採取され

た土壌 (SD33‐ 1埋土)、 竪穴住居跡のカマド灰層より採取された土壌 (SI-12カ マドB灰層中)である。

以下に各試料の概要を示す。

(1)炭化材

炭化材 (KSBも K07No。 1)は 、SK07埋土上層から出土した。残存部径約 3cm程の破片であり、樹

芯部分が欠落したほぼ反裁木に近い形状を呈し、表面には樹皮の付着が認められる。調査所見では、

共伴遺物が出土しておらず、遺構の時期は不明であるが、埋土は平安時代の竪穴住居跡埋土に類似

するとされている。

(2)上壊試料

① SD33-1

SD33-1は、調査所見か ら平安時代以降の畝溝 と推定 されている。試料 は、溝埋土内 より採取 さ

れた淡暗褐色の泥混 じり砂質上であ り、炭化物等の混入物は認め られない。

② SI-12

SI-12は平安時代の竪穴住居跡であり、住居跡北壁東側よリカマ ド(カ マドB)が検出されている。

試料は、カマ ドの灰層より採取された最大 1～ 2cm角程度の炭化材が多量混じる暗褐色砂質土で

ある。

上記の 3試料のうち、SK07の炭化材を対象に放射性炭素年代測定、SD33-1と SI_12の土壌試料

を対象に植物珪酸体分析を行った。なお、炭化材については、試料の由来等に関わる情報を得るた

め炭化材同定も合わせて行った。

3 分析方法

(1)放射性炭素年代測定

炭化材の観察を行った後、観察範囲内の最外年輪部分を分析試料として抽出した。その際に、表

面に土壊等の不純物が付着していたため、メスやピンセットを用いて除去した。その後、HCIに よ

る炭酸塩等酸可溶成分の除去、NaOHに よる腐植酸等アルカリ可溶成分の除去、HClに よる炭酸塩

等酸可溶成分の除去を行った (Acid Alkali Acid処 理)。 試料を lgの酸化銅とともにバイコール管

に詰め、管内を真空にして封じ切り、500℃ (30分 )、 850℃ (2時間)で加熱した。液体窒素と液

体窒素 +エ タノールの温度差を利用し、真空ラインにて C02を精製した。真空ラインにてバイコー

ル管に精製した C02と 鉄・水素を投入し封じ切った。鉄のあるバイコール管底部のみを650℃ で

10時間以上加熱し、グラフアイトを生成した。化学処理後のグラフアイト・鉄粉混合試料を内径
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lmmの孔にプレスし、タンデム加速器に装着し、測定した。

測定機器は、3MV小型タンデム加速器をベースとした 14C‐AMS専用装置 (NEC Pelletron

9SDH-2)を使用した。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局 (NIST)か ら提供されるシュ

ウ酸 (Hox― II)と バックグラウンド試料の測定も行った。また、測定中同時に 13C/12Cの測定も行

うため、この値を用いてδ13Cを算出した。

放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期 5,568年 を使用した。また、測定年代は1950年 を基点と

した年代(BP)であり、誤差は標準偏差(One Sigma68%)に 相当する年代である。なお、暦年較正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRA�生CALIB REV5.02(Copyright 1986-2005 M Stuiver

and P」 Reimer)を 用い、誤差として標準偏差(One Sigma)を 用いた。

暦年較正結果は、測定誤差σ、2σ (σ は統計的に真の値が 680/Oの 確率で存在する範囲、2σ は

真の値が 95%の確率で存在する範囲)双方の値を示す。表中の総対比とは、σ、2σ の範囲をそれ

ぞれ計算された較正年代が複数の年代幅を示す場合に、各年代幅の範囲内で真の値が存在する確率

の総和を 1と し各年代幅における確率を相対的に示したものであり、確率分布とも呼ばれている。

(2)植物珪酸体分析

分析対象とした 2試料のうち、SD33-1試料については過去の調査結果 (株式会社古環境研究所

2000)と の比較も考慮し、植物珪酸体分析含量の調査を行った。一方、SI-12カ マド試料については、

燃料材として利用された可能性があるイネ科草本類の痕跡を検討するため、珪化組織片や植物珪酸

体の産状の調査を行った。以下に分析方法を示す。

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 (ポ リタングステン酸ナトリウム、

比重 2.5)の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集した。これをカバーガラス上に滴

下・乾燥させた。乾燥後、プリユウラックスで封入してプレパラートを作製した。400倍の光学顕

微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部 (葉身と葉鞘)の葉部短細胞に由来した植物珪

酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)お よび葉身機動細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸

体と呼ぶ)を 、近藤 (2004)の 分類に基づいて同定・計数した。分析の際には、分析試料の乾燥重量、

プレパラート作成に用いた分析残津量、検鏡に用いたプレパラートの数や検鏡した面積を正確に計

量し、堆積物 lgあたりの植物珪酸体含量 (同定した数を堆積物 lgあたりの個数に換算)を求めた。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表および図で示す。各分類群の含量は10の位で四捨五入し、100

単位として表記した。合計は、各分類群の九めない数字を合計した後に100単位とした。

珪化組織片および植物珪酸体の産状については、検出された植物珪酸体や珪化組織片の分類群と

その検出個数の一覧表で示した。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から燃料材について検討

するために、植物珪酸体群集と珪化組織片の産状を図化した。その際、出現率は端細胞珪酸体と機

動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求めた。

4 結果

(1)放射性炭素年代測定

SK07か ら出土した炭化材 (No,1)の 同位体効果による補正を行った測定結果は670± 30BP(第 1

表)、 暦年較正結果 (σ )は ca2.A.D.1284-1383(第 2表)を 示す。また、試料に供した炭化材は、落葉

広葉樹のブナ属に同定された。以下に、解剖学的特徴を示す。

・ブナ属(Fagus)ブナ科

散孔材で、管孔は単独または放射方向に2～ 3個が集合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。

道管の分布密度は高い。道管は単穿孔を有し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射組織はほぼ
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同性、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

第 1表 放射性炭素年代測定結果

試料名 性 状 樹種
補正年代

RP
δ13C

(%。 )

測足 年 代

BP
Code No Measurement No

KSB一 SK7  No.1 炭化材 ブナ属 670=上 30 -28 76=L0 42 730=L30 10053-1 IAAA-80046
1)年 代
2)BP年 代値は、1950年 を基点として何年前であるかを示す。
3)付記した誤差は、測定誤差σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

第 2表 暦年較正結果

2)暦 年較正は、表中に示した丸める前の値を使用している。
3)統計的に真の値が入る確率はσは68%、 2σ は95%で ある
4)相 対比は、σ、2σ のそれぞれを1と した場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。

短細胞珪酸体 機動細胞珪酸体

堆積物lgあたりに換算 した個数を示す。

第 29図 植物珪酸体合量
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出現率は、イネ科業部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を
基数として百分率で算出した。●は 1%未満、十は100個未満の試料で検出
された分類群を示す。半は造化組織片の産状を示す。

第 30図 植物畦酸体群集と畦化組織片の産状
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(2)植物珪酸体分析

① SD33-1

結果を第 3表、第 29図 に示す。SD33-1覆土試料からは、植物珪酸体が検出されたが、表面に多

数の小孔 (溶食痕)が認められるなど保存状態は不良である。植物珪酸体含量は約 7,900イ固/gであり、

クマザサ属を含むタケ亜科、ヨシ属、ススキ属、イテゴツナギ亜科、栽培植物のイネ属が検出された。

イネ属は、葉部に形成される短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体が認められ、短細胞珪酸体は約 400個

/g、 機動細胞珪酸体は約 200個 /gである。

② SI-12

結果を第4表、第 30図 に示す。単体の植物珪酸体では、イネ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科

が検出され、特に、イネ属が多産する。珪化組織片は、イネ属の短細胞列や機動細胞列、ススキ属

の短細胞列が検出された。

5 考察

(1)遺構の年代観

土坑(SK07)の覆土上層から出上した炭化材は、13世紀後半～ 14世紀後半頃の年代を示した。土

坑埋上の調査所見から推定される年代とは異なるが、今回の調査結果を参考とすると中世頃の遺構

の可能性がある。

(2)栽培植物および燃料材

畑の畝溝と推定されるSD33-1覆土からは、栽培植物のイネ属が検出されたが、機動細胞珪酸体

含量は400個 /gであつた。上新保遺跡において、過去に実施された古代の畑跡の畝溝埋土 (底部)

や上・下位の堆積物を対象に植物珪酸体分析調査では、イネ属 (機動細胞珪酸体)は、 I地区 0-36ク

グリッドの畝溝底部試料で 3,100個 /g、 上・下位の試料では800～ 1500個 /g、 I地区R-36グ リッ

ドでは黄褐色砂から800個 /gと いつた含量が確認されている (株式会社古環境研究所 2002)。 今回

はイネ属が検出されたことから、周辺域における稲作やイネの植物体の利用等が推定されるが、イ

ネ属の合量が低いことやこの他のイネ科の栽培植物の植物珪酸体は検出されなかったことから、畑

の可能性や栽培植物について言及することは困難である。

一方、SI‐ 12カ マ ドBの灰層では、イネ属やススキ属の珪化組織片や単体の植物珪酸体が多く検

出された。イネ属の機動細胞珪酸体の産状を含量に換算するとサク試料の約 4倍となり、イネ属の

含量が高いことが指摘される。植物珪酸体の産状や試料の由来を考慮すると、イネ属やススキ属の

葉部に由来する植物珪酸体が灰として残留したと推定される。また、同試料中に認められた炭化材

のうち、約 1～ 2cm角 程の比較的遺存状況の良好な炭化材 4点の概査を行ったところ、全て落葉

広葉樹のコナラ属コナラ亜属コナラ節 (Quercus subgen.Quercus sect.Prinus)に 同定された。した

がって、カマ ドの燃料材には、イネ属やススキ属等のイネ科草本類やコナラ節等の木本類等が利用

されていたことが推定される。

この他の分類群では、クマザサ属を含むタケ亜科やヨン属、ススキ属を含むウシクサ属等が検出

された。今回検出された分類群は、前述した分析調査 (株式会社古環境研究2000)で も検出されて

いることから、本遺跡周辺にはこれらのイネ科植物が生育していた可能性がある。
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Ⅵ 総括

上新保遺跡は今回の調査 と2000年度の 2回の発掘調査が行われている。2回 の発掘調査で得 ら

れた資料はともに古代と中世の遺物・遺構が主体をなし、ほぼ同様な成果が得られている。そこで、

2000年度の調査成果も考慮 しつつ、今回の調査について総括 してみたい。

1 古代 の上新 保 遺跡 の構造 (第 31図 )

今回の調査では、竪穴住居と畑跡が検出され、遺物としては土師器。須恵器・鉄器・砥石が出土 した。

時期的には竪穴住居が 8世紀前半～ 10世紀初頭、畑跡が 10世紀初頭以降となる。各住居の年代

を見ると、調査の成果についてまとめるにあたり、その前に 2000年度調査区 (富 山市教委 2000)の

古代について概観する。

2000年度の発掘調査区は、 I区 とⅡ区に分かれてお り、古代の遺構・遺物は工区を中心に検出

された。Ⅱ区は今回の調査区の西方へ約 100mの地点に位置 し、遺構は竪穴住居約 120軒 。掘立柱

建物約 25棟を主体 とする集落と畑跡が検出された。集落はI区の西北部が中心となってお り、東

部の遺構分布は希薄である。遺物は須恵器・土師器・鉄器・石器などの一般的な遺物の他に墨書土器。

石製権衡が出上 しており、墨書土器は微量で、石製権衡は流紋岩製の伊易な例 (望月精司 2003)で

ある。畑跡は集落よりも新 しく、10世紀以降から中世以前に耕作されたと考えられる。

次に今回調査区と2000年度調査区を合わせて上新保遺跡について考えてみたい。

全体の位置的関係は、先に示 した通 り今回の調査区の西へ約 100mに 2000年度調査のⅡ区が存

在する。 I区での集落は調査区西北部に中心が認められ、東～南に向かい竪穴住居の分布が薄 く、

端部において無 くなり、掘立柱建物は西北部のみ集中している。この点から今回の調査区との間に

竪穴住居 と掘立柱建物の分布 しない空白域が存在することが明らかで、両者は別々の遺構群を成す

と考えられる。また、2000年度調査 Ⅱ区の掘立柱建物の分布が集落の中心に限定されていること

より考えると、今回の調査区は掘立柱建物が検出されていることから遺構群の中心に位置すると推

沢Jさ ″tる 。

遺物を見ると、集落は今回の調査区と2000年度調査 I区 ともに8世紀前半～ 10世紀前半までの

時期が中心となり、多少のずれがあるものの同時期の期間に存続 しているが、両地区で出土遺物に

異なる点と共通する点が多少なりとも認められる。

共通する点としては、転用硯が上げられる。転用硯は 2000年度調査 Ⅱ区に無 く、今回の調査区

において 7点が出土 してお り、発掘された住居数よりみると2000年度調査工区が約 120軒に対 し

て 0点で今回が 17軒 に対 して 7点であることから考えると極めて集中していると言える。この転

用硯の多さにもかかわらず、今回の調査区では墨書土器が無い点が矛盾 し、問題となる。これは墨

書された場所 とその墨書土器を使用廃棄 した場所が異なることから発生 していると思われ、近隣に

墨書土器が多出する地点が存在するのかもしれない。

両地区が共通する点としては、墨書土器の少なさが上げられ、今回の調査では出土は無 く、2000

年度調査Ⅱ区で 16点前後出土 しただけである。両地区の住居数を合わせると約 140軒近い数に対

してかなり少ないと思われ、本遺跡の西方の神通川沿いに存在する任海宮田遺跡では、発掘された

竪穴住居数が上新保遺跡と対 して変わらないにもかかわらず、約 200点の墨書土器が出土 しており

(中野 2001)、 同時期の集落として大 きな違いが存在する。この上新保遺跡 と任海宮田遺跡の相違

点は後者に大型掘立柱建物や「城長」の墨書土器が存在する点などから拠点的な集落とすることが
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でき、対して上新保遺跡は墨書土器の少なさから拠点集落に付随する衛星的な集落として捉えるこ

とも可能と思えるが、今回の調査で転用硯が 7点 も出上し、単純に衛星的な集落とは言い難くなっ

た。この点 2000年度調査Ⅱ区で出上した石製権衡が官衛遺跡や寺院に多いことからもそう言える。

上新保遺跡は調査された範囲よりも北方に広がっており、未調査部分が多く、その中に墨書土器が

多量出土し、大型建物などが見られる地区が存在する可能性がある。

以上から推測される上新保遺跡の集落構造は、下記のようになる。

O S112の カマ ド内灰層の植物珪酸体等の分析ではイネ属ススキ属が認められ、炭化材としてコナ

ラが検出されている。周辺にイネ科植物が生育していた可能性があり、本遺跡が稲作を主体とす

る集落であったと考えられる。

○遺跡内には竪穴住居と掘立柱建物により構成される群が 2群以上存在し、複数の群でひとつの集

落を構成していたと思われる。

○複数存在すると予想される群の中には中心となる群が存在すると思われる。

○中心となる群は、墨書土器の出土状況から2000年度調査Ⅱ区の可能性は低い。中心は、墨書土

器は出上していないが転用硯が集中して出上した今回の調査区周辺の可能性が大きい。

上新保遺跡は調査されていない地区が大きく広がっており、今後の調査で集落構造が解明されて

いくものと考えられる。扇状地端部のため遺構の保存状況が良好で、古代開墾集落の実態を知る上

で重要な遺跡といえる。

畑跡は、今回の調査区及び2000年度調査 I・ Ⅱ区において検出されている。いずれも10世紀以

降に耕作されたと考えられ、集落が無くなってから畑跡が広がったことが確認できる。畑跡は植物

珪酸体分析ではイネ属が確認されているが、栽培種となるかは不明である。周辺には同時期の集落

が見当たらず、畑跡のみ広がっており、大規模経営の存在を思い起こさせる。12世紀代に存在し

た上賀茂神社領越中新保御厨との関係が気になるところである。

2 中世の上新保遺跡の構造 (第 32図 )

上新保遺跡の中世集落は、今回の調査区及び2000年度調査 I。 工区の全ての地区より遺物・遺

構が検出されており、周辺には遺物・遺構の分布に濃淡があるものの全面に存在すると予想される。

時期的には 12世紀後半～ 15世紀後半までであるが、13世紀から14世紀までが主体となっている。

今回調査したSK07の出土炭化材の放射性炭化年代測定でも、13世紀後半～ 14世紀後半の年代

を示している。

遺構の分布状況は、調査された地域の最西端となる2000年度調査 I区の西半部に掘立柱建物を

中心とする遺構の集中が認められ、2000年度調査 I区東半～I区のかけては散在している状況で

ある。

今回の調査区の東部は土坑が集中しており、その周囲に中世段階の遺構群の集中を予想させる。

(平 岡)
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1 調査区全景 (南東か ら)

2 調査区全景 (南から)
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2 調査区北西部 (X72630付近から北)
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調査区西部 (X72630以南、Y6430以西 )
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1 調査区東部(Y6450～ Y6465付近)

2 調査区東端 (Y6465以東)
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2 S101カ マ ド(東から)

4 S101セ クシ ョン (西か ら)

3 S101カ マ ドセクション(東から)

5 鉄製紡錘車出土状況 (西から)
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S103カ マ ド(東か ら)
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S104カ マドセクション(西から)

2 S104カマ ド(西から)

3 S104遺物出土 (壁際)
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S105カ マ ド(南東から)

S106(】ヒから)
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S106カ マ ド(北か ら)
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S108(東から)

2 S108カ マ ド(東から)
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l  SHl・ 14(】 ヒから)

2 S111カ マ ド遺物出土状況 (北から)
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1 SH2C紅から)

2 Sl12カ マ ドA(南か ら)
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東西土層

2 S106 南北土層

3 S111 南北土層
及び貼床範囲
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3 SK07(西から)
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4 SK07セ クション(東から)

5 SK08C種から) 6 SK09(】 ヒから)

SK09セ クション(東から)
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l  SK12(西 から)

3 SK14個町か ら)

2 SK13(西か ら)

4 SK1 5(東 から)

SK16(封 ヒか ら) 6 SK18(西 から)

8 SD01土 層
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